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＜サーキュラーOsaka vol.９＞
令和７年11月27日（木）配信（大阪府資源循環課）
――――――――――――――――――――――――――――――――――

今回の 「サーキュラーOsaka」は、以下の内容をお届けします。
【１】サステナブルファッション・プラットフォーム協議会を設立しました！
【２】「脱炭素・サーキュラーエコノミーセミナー」が開催されます！（12/10）
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【１】サステナブルファッション・プラットフォーム協議会を設立しました！
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　大阪府では、衣類における地域共創型サーキュラーエコノミーの構築をめざす取組の趣旨に賛同する民間企業や府内自治体と共同で令和6年度に、「oHOHo CYCLE PROJECT（オホホ サイクル プロジェクト）」を立ち上げ、不要になった衣類を回収・選別後、再販やマーケットニーズに合わせてリサイクルへとつなげる取組を実施してきました。
　これまでの取組を発展させ継続的なものとするため、取組の趣旨に賛同する民間企業や府内自治体と共同で「サステナブルファッション・プラットフォーム協議会」を設立いたしました。
　ご興味ございましたらお問い合わせください！

○協議会の主な活動内容（予定）
・使用済み衣類の回収・リユース・リサイクル
・CO2排出量削減施策の検討
・商品価値を高めるトレーサビリティの確立
・官民連携での生活者への啓発活動
・衣類の再資源化を図る「繊維 to 繊維リサイクル」の実現　等

◇詳しくはこちら
https://www.pref.osaka.lg.jp/hodo/fumin/o120050/prs_50560.html
　◇お問合せ
　　大阪府環境農林水産部循環型社会推進室資源循環課3R推進グループ
TEL：06-6210-9567
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<セミナー情報：岸和田商工会議所>
【２】「脱炭素・サーキュラーエコノミーセミナー」が開催されます！（12/10）
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「サーキュラーエコノミー（循環型経済）」とは、廃棄物の発生を抑制しながら、再利用を通じて資源を循環させる仕組みです。サーキュラーエコノミーへの「移行」は、カーボンニュートラル実現のために重要で企業価値の向上にもつながります。
　本セミナーでは、廃棄物を資源にする、使用後の用途を設計した商品開発の仕組みを創る、長く使い・捨てない仕組みをつくる、といった「資源循環が当たり前に流通する仕組み」についてご説明いたします。ぜひご参加ください。

　○日時：令和７年12月10日（水）14時00分～16時00分
　○場所：岸和田商工会議所 ２階 集会室（岸和田市別所町３-13-26）
　○定員：約30名
　○主催：岸和田商工会議所・貝塚商工会議所・泉佐野商工会議所
　○協力：OSAKAゼロカーボン・スマートシティ・ファウンデーション
　○内容：１．脱炭素に向けた経済産業省の政策動向（METI 関西　CN推進室）
　　　　　２．大阪府の脱炭素に向けた取組み（大阪府脱炭素・エネルギー政策課）
　　　　　３．サーキュラーエコノミーになぜ取り組むべきか？（OZCaF）
　　　　　４． CO2可視化やSBT取得の重要性について（OZCaF）
　　　　　５．講師との名刺交換会

　◇詳しくはこちら（申し込みもこちらから▽）
　　https://www.kishiwada-cci.or.jp/events/seminar/event-12228/
　◇お問合せ
　　岸和田商工会議所
　　TEL：072-439-5023　E-mail：ichida@kishiwada cci.or.jp
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